
スカッションを開催。がん征圧という
日米共通の目標のために日米相互の交
流や米国留学の意義について意見が交
わされた。
　同奨励賞の第一回受賞者の増田紘子
医師の講演の後、上野直人教授、シ
カゴ大学医学部のケネス・コエン教授、
受賞者の古川孝広医師が、米国での研
究生活や研究環境、心構えなどを話
し、ビジョンを持って５年後、10年
後を見据えて学んでほしいとがん専門
医を目指す若い研究者を激励した。
　会場にはがんの臨床研究に携わる
医師や研究者、製薬会社やRFL関係
者など80名あまりの聴衆が詰め掛け、
熱心に聞き入っていた。

ー東病院消化管内科がん専門修練医の
鳩貝健医師（35）の３名。岩瀬医師と
及川医師がMDアンダーソンがんセン
ターで、鳩貝医師がシカゴ大学医学部
でそれぞれ１年間研修する。
　垣添忠生日本対がん協会会長が３人
の受賞を発表、RFLJに寄せられたが
ん患者や支援者の思いをのせて、すば
らしい研究環境の受け入れ先機関でぜ
ひ貴重な経験を積んで欲しいと激励の
言葉を述べた。
　続いて上野直人MDアンダーソンが
んセンター教授が３人の受賞者に奨励
賞を授与した。順番に登壇した受賞者
たちは、それぞれがん医療への思いや
研修先での計画や夢を真摯に語った

れた寄付金をもとに、地域のがん医療
の充実を図るために2010年度に設け
られた米国における１年間の留学研修
プログラム。全米有数のがん専門病院
であるテキサス大学MDアンダーソン
がんセンターの協力と、一般社団法人
オンコロジー教育推進プロジェクトの
支援の元にこれまで９名の若手医師を
米国に送りだしてきた。
　６年目となる今年からはシカゴ大学
医学部でも同プログラムが実現し、３
名の内１名がシカゴ大学で研修する。
　今年度の受賞者は千葉大学付属病院
臓器制御外科の岩瀬俊明医師（36）と、
にゅうわ会及川病院乳腺外科の及川将
弘医師（40）と、国立がん研究センタ

　「リレー・フォー・ライ
フ（RFL）マイ・オンコロ
ジー・ドリーム（MOD）
奨励賞」の2015年度の授
賞式が４月26日、東京・
港区のアメリカンセンタ
ーJapanホールで開かれ
た。
　同賞は日本対がん協会
が各地の実行委員会と共
に開催しているリレー・
フォー・ライフに寄せら

（２面に関連記事）。
　RFLJのボランティア
を代表して医師でがん経
験者の坂下千瑞子氏が、
寄付を寄せた大勢の仲間
たちに代わって、期待と
応援の言葉を述べた。
　第２部は米国大使館と
共催で「日本のがん研究
の発展および未来のがん
専門医の育成を目指し
て」と題するパネルディ

　日本対がん協会は、がんに関する不安、日々の生
活での悩みなどの相談（無料、電話代は別）に、看護
師や社会福祉士が電話で応じる「がん相談ホットライ
ン」（☎03−3562−7830）を開設しています。祝日を除い
て毎日午前10時から午後6時まで受け付けています。
相談時間は1人20分まで。予約は不要です。

　日本対がん協会は、専門医による面接相談および
電話相談（ともに無料）を受け付けています。いずれ
も予約制で、予約・問い合わせは月曜から金曜の午前
10時から午後5時までに☎03−3562−8015へ。相談の時
間は電話が1人20分、面接は1人30分（診療ではありま
せん）。詳しくはホームページ（http://www.jcancer.
jp/）をご覧ください。

がん相談ホットライン　祝日を除く毎日
03−3562−7830

医師による面接・電話相談（要予約）
予約専用　03−3562−8015

公益財団法人 日本対がん協会　「日本対がん協会」と「対がん協会」は登録商標です
〒100−0006　東京都千代田区有楽町２−５−１　有楽町センタービル（マリオン）13Ｆ

☎（03）5218−4771　http://www.jcancer.jp/

第636号 2016年（平成28年）
５月１日（毎月１日発行）

主
な
内
容

１、２面　�マイ・オンコロジー・ドリーム
奨励賞授賞式

３面　�シリーズがん教育⑧
　　　静岡県立大学特任教授若林敬二

８面　�RFLJ10周年記念セレモニー

１部70円（税抜き）

左から上野直人教授、ケネス・コエン教授、受賞者の及川将弘さん、鳩貝健さん、
岩瀬俊明さん、垣添忠生・日本対がん協会会長

新たにシカゴ大学にも派遣　米大使館と共催でパネルディスカッション

岩瀬俊明さん、及川将弘さん、鳩貝健さんに決定

2015年度RFLマイ・オンコロジー・ドリーム奨励賞
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クラスのがん治療施設で研修するまた
とない機会があることを知り応募しま
した。研修では臨床試験のやり方、企
画・実践の様子を学び、日本に帰った
ときには地域の実情にあった医療とし
て還元したいと思います。RFLJに寄
付をお寄せいただいた患者さんの思い
を原動力として、患者中心の医療のあ
り方をぜひ学んで来たいと思います。

乳がん患者さんが市中の中小病院で治
療を受けています。私はMDアンダー
ソンがんセンターで世界最高水準の乳
がん診療に加え、臨床試験を含めたシ
ステム作りを学びたいと思っていま
す。それを九州に持ち帰り、仲間たち
と共に九州に、そして日本に広げたい
と思います。この機会を教えてくれた
先生方にも心から感謝いたします。

開発に応用・貢献できるように、研修
では治療薬の開発早期からの橋渡し研
究（translational	 research）や開発早
期の臨床試験について学びたいと考え
ています。また、免疫治療についても
先行するアメリカで開発の状況につい
て知見を広げ、今後の診療・研究に活
かしていきたいと考えています。

者と一緒に考え、納得して治療の選
択ができる主体的な患者のこと。一
方、三流患者とは病院や医者に文句
ばかり言うモンスター患者のこと。
日米の医療比較から、一流患者にな
るための「情報整理術」、「治療法」な
ど盛りだくさんの内容だ。
　本書の印税はRFLJに寄付され、
がん征圧のために役立てられる。

臨床試験に携わる機会が幾度かあり、
セミナーやインターネット、上司から
の耳学問など独学で学んで来ました。
しかし、知識が深まるにつれ独学には
限界を感じ、自分でもエビデンス作り
に参加し、それを広めて地域医療を向
上させるために系統だって学びたい
という思いが強くなりました。今回、
MDアンダーソンという海外のトップ

アワード初の民間病院からの選出かと
思いますが、乳がん診療・研究に携わ
っています。ホスピス15床を含む36
床の小さな病院ですが、乳がん患者さ
んに最初から最後まで寄り添うという
理念のもとに、乳がん専門病院として
検診から緩和医療まで包括的に行って
きました。特に乳がん医療では患者さ
んに比べて医師不足が深刻で、多くの

ター東病院では消化管悪性腫瘍を中心
とするがんの化学療法に広く取り組ん
で参りました。特に最近は食道がん
について重点的に臨床研究やバイオマ
ーカー・腫瘍免疫に関する研究を重ね
てきました。食道がんは日本を始めア
ジアでは比較的頻度が高いものの、国
際的な治療開発の枠組みから取り残さ
れ、10年以上標準治療が変わってい
ません。このようなアジアがんの治療

　上野直人教授が、新刊「一流患者
と三流患者～医者から最高の医療を
引き出す心得」を刊行した（朝日新聞
出版、税込821円）。内容は上野教
授のかねてからの持論である「患者
力を高める」ことの重要性を自身の
がん闘病経験にも触れながらわかり
やすく語ったもの。上野教授の言う
一流患者とは、医者任せにせず、医

す。千葉県がんセンターなどで乳腺外
科医としてトレーニングを積む中で、

　リレー・フォ
ー・ライフ・ジャ
パン（RFLJ）が
10周年との事
ですが、私は医
師になって11
年目になりま

のようです。このご恩をどのようにお
返ししようと考えています。私はこの

　福岡から参り
ました及川で
す。このたびは
憧れのMDアン
ダーソンで研修
する機会をいた
だき、今でも夢

まる思いです。	私は消化器内科医とし
ての経験を背景に、国立がん研究セン

　このような素
晴らしい賞を頂
き、大変嬉しく
思うと同時に、
シカゴ大学医学
部へ派遣される
１人目の医師と
して身の引き締

「マイ・ドリーム」MOD奨励賞受賞の言葉
患者さんの思いを原動力に、世界標準の治療を地域に広げたい

仲間と共にわが国の現状にあった乳がん治療・研究システムを構築したい

アジアがんの治療開発に応用・貢献できるよう広く学びたい

上野直人MDアンダーソン教授が朝日新書「一流患者と三流患者」を出版　印税をRFLに寄付

千葉大学附属病院臓器制御外科　岩瀬俊明

にゅうわ会及川病院乳腺外科　及川将弘

国立がん研究センター東病院　消化管内科　鳩貝　健
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定着する」という指摘があったのです。
やはり現場の視点は違いますね。詳細
な実施計画や指導内容を策定して授業
を重ねる中で、教師自身もがんについ
ての知識を蓄えていけるという効果も
あるようです。

外部講師の課題とは

―がん教育に携わってみての感想
や課題は
　外部講師として一番難しかったの
は、高校生を相手に話す経験が乏しい
ことでした。普段講義するのは大学生
か、年配の市民の方が大半なので、ど
のくらいの内容を理解してくれて、ど
ういう風に工夫すれば興味を引き付け
られるのか、そういったことが全くわ
かりませんでした。でも、実際講演し
てみると、生徒たちの理解度は予想以
上に高く、非常に関心を持って聞いて
くれていたことがわかりました。感想
文にも、がんが長い時間をかけて発生
することや、検診の効果について全く
知らなかったという意見も多く、がん
が治る病気であることを知って驚いた
という感想もありました。特に女性の
がんは５年生存率も95～96％と、よ
く治るがんなので、授業をきっかけに
ぜひ検診の大事さをわかって欲しいで
すね。
―リレー・フォー・ライフの場をが
ん教育に生かせないでしょうか
　講演会で患者さんが話すと生徒の反
応が全く違います。リレーに関わって
いる人の中でも話すことが得意な人や
好きな人もいると思うので、こちらか
ら教育委員会に積極的に働きかけて協
力しても良いと思います。学校に出向
くのも良いし、たまには教室を離れ
て、リレー・イベントのようなリラック
スした場で、子どもたちががんの事を
学ぶ機会を持てたら良いと思います。
（聞き手　日本対がん協会　本橋美枝）

もあったのでは
　子宮頸がんは若くてもかかる恐れの
あるがんで、女子にとっては一番身近
ながんで関心も高いです。ワクチンの
副反応の原因がはっきりしていないこ
ともあり、取り上げるのに難しい面も
ありますが、実際には不安に感じてい
る生徒もいたため、正しい知識、検診
の重要性、家族との支えあいについて
も伝え、考えさせる授業をしました。

10分間授業で知識定着

―袋井高校の方はどのような取り
組みだったのですか
　袋井高校も外部講師を招いた講演会
と公開授業という点は富士高校と同
様です。講演会は１年生対象に「生活
習慣とがん」というテーマで私が話し、
２年生は「がんの治療法、がん治療に
おける緩和ケアについて」というテー
マで磐田市立総合病院緩和医療科の医
師、それにあけぼの静岡の星野さんが
患者の思いを語りました。それを受け
て１年生を対象に「喫煙と健康」という
テーマで袋井高校の保健体育科教諭が
保健の公開授業を行いました。
　ここまでは富士高校と同様ですが、
袋井高校では講演会などに先立つ６月
から１月にかけての保健の授業で、毎
時間10分程度がんについての内容を
話すという独自の取り組みを行いまし
た。全部で20回以上になりますか。
―珍しい取り組みですね

　はい。袋井高校
の先生から、「生
徒たちは今、いっ
ぱい新しい知識を
取り入れる時期だ
けど、一挙に詰め
込んでもオーバー
フローしてしま
う。少しずつ何回
も教えていく方が

がんをテーマに公開授業

―モデル校ではどのような授業を
行ったのですか
　一昨年は県立富士高校、昨年は県立
袋井高校の各１校ずつがモデル校に指
定されました。富士高校では11月に
全校生徒向けにがんに関する講演会を
実施し、私が「がんの発生要因とその
予防」、患者代表として、あけぼの静
岡代表の星野希代絵さんが「患者から
のメッセージ」と題して、２本立ての
講演を行いました。その後、講演会の
内容を踏まえて、１年生女子42人を
対象に、同校の保健体育科教諭による
公開授業を行いました。授業の一部で
は子宮頸がんを取り上げました。講演
会と公開授業の前後にはそれぞれアン
ケートを実施しました。すべて読んで
回答したので大変でしたね。
―子宮頸がんに焦点をあてるのは、
ワクチンの副反応問題などで難しい点

　静岡県教育委員会では、文部科学省の「がんの教育総合支援事業」を受けて、2014年度から県立高校をモデル校に
指定し、さまざまなモデル授業を実践している。これらの取り組みについて同県の「がんの教育に関する協議会」のメン
バーで、リレー・フォー・ライフ・ジャパン（RFLJ）静岡の実行委員長も務める若林敬二静岡県立大学特任教授に伺った。

シリーズがん教育❽
静岡県の取り組み

外部講師と保健体育科教諭の組み合わせ、10分間授業も
静岡県立大学特任教授　若林敬二

研究室の若林敬二先生

静岡県立大学グラウンドで開催されたRFLJ静岡
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れ、子宮頸がん検診と同様に、精度が
高まると見込まれている。
　セミナーでは、こうした最新の情報
を紹介するとともに、疑問に関する質
疑が行われる。

会員以外も参加可能
　学会でのセミナーは一般に学会員で
なければ参加できない。参加が認めら
れるとしても会費の支払いが必要。し
かし、今回のセミナーは、趣旨に賛同
した主宰者側の配慮により、学会員で
なくても検診機関や行政の担当者らも
参加できる。ただし事前に申込用紙に
名前や所属などを記入し、日本対が
ん協会にファクスで申し込む必要があ
る。
　長崎に続いて、６月19日に盛岡市
での東北連合産科婦人科学会でモーニ
ングセミナーを、９月18日には札幌
市での北日本産科婦人科学会のモーニ
ングセミナー、同24日は高松市で開
かれる中四国産科婦人科学会でランチ
ョンセミナーを開催する予定。
　問い合わせは、日本対がん協会（電
話03−5218−4771、担当・小西）へ。

座長はそれぞれ小西郁生・京都医療セ
ンター院長、藤井知行・東京大学大学
院医学系研究科教授（産婦人科）。
　２人の講師が共通テーマとした
LBCは、液状化検体細胞診のことを
言う。子宮頸がん検診や、子宮体がん
の検査では、従来、調べる細胞をブラ
シやヘラなどで採取し、そのままスラ
イドグラスに塗りつけて顕微鏡でチェ
ックしてきた。LBCは、採取した検
体を特殊な保存液に入れ、細胞の混ざ
った液体から標本をつくるもので、検
診の精度向上を目指して開発された。
LBCは細胞の偏在が防げるのに加え、
標本作成が自動化され、標本の均一化
が図られて不適正標本が減ると期待さ
れている。
　HPV検査の併用も、精度が高まる
として欧米で導入が進む。HPVの感
染から子宮頸がん発症にいたる過程が
明らかにされたことを受け、併用で検
診間隔が延長されるなど、効率化も図
られてきた。
　また最近では、子宮体がんの検査で
も、採取した子宮内膜の細胞を液状化
してチェックする方法の導入が試みら

　婦人科がんの代表格、子宮頸がんと
子宮体がんを患う日本人女性が増えて
いる。年間の発病者はそれぞれ３万
2403人と１万4763人（全国がん罹患モ
ニタリング集計2011より）。いずれも
10年前の２倍になった。こうした実
情を知ってもらい、検診の拡充を図
ろうと日本対がん協会は今年度、日本
産婦人科医会と共同で専門家らに向け
たセミナーを各地で企画。初回を５月
22日に長崎市で開催する。

各地の学術集会にあわせ開催
　今回のセミナーは、日本産科婦人科
学会の地域での学術集会にあわせて開
くことを特徴としている。長崎市での
セミナーは、九州連合産科婦人科学会
のランチョンセミナーとして企画。５
月22日12時～13時20分、同市のホテ
ルニュー長崎で開く。
　講師は、鈴木光明・日本産婦人科医
会常務理事と前田宜延・富山赤十字病
院病理診断科部長。鈴木氏が「LBC／
HPV検査併用子宮頸がん検診」につ
いて、前田氏が「内膜細胞診における
LBC法の有効性」について講演する。

増える子宮頸がん・子宮体がんへの対策
対がん協会が日本産婦人科医会と一緒に各地で啓発セミナー

５月 2 2日の長崎から

（推計、全国がん罹患モニタリング集計より）

35000

（人）

全 年 齢

15-29歳

30-39歳

30000

25000

20000

15000

10000

5000

1975 1979 1983 1987 1991 1995 1999 2003 2007 2011

0

子宮頸がんの罹患数の推移

16000

（人）

全 年 齢

15-29歳

30-39歳

14000

12000

10000

8000

6000

4000

2000

1975 1979 1983 1987 1991 1995 1999 2003 2007 2011
0

子宮体がんの罹患数の推移



2016年5月1日� � 対 が ん 協 会 報� � （�5�）

ど、具体例を交えながら熱心に話し合
われた。
　最後に、日本対がん協会の岡本宏之
RFLJ統括マネジャーが挨拶に立ち、
「RFLJは今年10周年を迎えますが、
今後もみなさんのお力をお貸しくださ
い」と締めくくり、2016年度のリレー
開幕に向けて、決意を新たにした。
　４月16日、17日に行われたRFLJ10
周年セレモニーとキックオフミーティ
ングの会場で熊本地震への義援金を募
ったところ、２日間で合計23万5478
円が集まった。この義援金は、RFLJ
熊本の実行委員会に送られる。

を作り上げていくことの大切さ
が話し合われた。
　「実行委員会・ボランティア」
については、各地の実行委員た
ちが最も難しいと感じているテ
ーマ。新しい実行委員のメンバ
ーをどう確保していくか、学生
ボランティアとのかかわり方な

　日本対がん協会は４月17日、
リレー・フォー・ライフ・ジャパ
ン（RFLJ）2016年度キックオフ
ミーティングを東京・中央区の
国立がん研究センター内国際研
究交流会館で開催した。全国
42開催地の実行委員や関係者
ら約110名が参加した。

ーデザインとコピーを募集する。
　ポスター部門グランプリ受賞者には
賞金50万円を贈呈し、作品はポスタ
ー化して交通広告として掲示される。
また、コピー部門グランプリ受賞者に
は賞金10万円を贈呈し、作品は次年
度以降のポスター部門課題コピーなど
で活用される。

切さが改めて確認され、すでに岡崎や
芦屋などで行われている支援者を讃え
るための「ケアギバーズウォーク」を行
ってはどうかという提案もあった。
　「Remember」については、ルミナ
リエの工夫やエンプティテーブルの演
出について、各地の様々なアイデアが
出された。
　「Fight	Back」については、寄付集
めの工夫や啓発活動に関して、実践的
なアイデアが多数出された。
　「チームの大切さ」については、チー
ムが会場の顔であり、「お客様」ではな
く「仲間」という意識で一緒にイベント

作品募集を母の日の５月８日（日）から
開始する。乳がんの早期発見の大切さ
を伝え、検診受診を呼びかけるポスタ

　冒頭は坂野康郎日本対がん協会事務
局長が挨拶に立ち、検診研究やがん相
談ホットライン、がん教育など2016
年度の日本対がん協会の活動について
説明した。
　パネルディスカッションでは、以下
の６つのテーマについて話し合われ
た。
　「リレーへの思い」については、初開
催や今年２回目の開催となる地域の代
表者が登壇し、それぞれがリレー開催
への思いを語った。
　「Celebrate」については、がん経験
者を讃える「サバイバーズラップ」の大

　ピンクリボンフェスティバル運営委
員会（日本対がん協会、朝日新聞社ほ
か）は、ピンクリボンデザイン大賞の

リ レ ー 開 幕 に 向 け 、決 意 を 新 た に
RFLJ2016 キックオフミーティング開催

【募集部門】
　•ポスターデザイン部門
　　A：「間に合え、勇気。」
　　　  上記のコピーを使用した受診を促すポスターデザイン
　　B：「夫婦」をテーマとした受診を促すポスターデザイン
　•コピー部門
　　「キャッチフレーズ」もしくは「キャッチフレーズ＋ボディコピー」
【募集期間】５月８日（日）～６月30日（木）
【募集内容】�乳がんの正しい知識や早期発見の大切さを伝え、検診受

診を呼びかける作品
【応募方法】�ピンクリボンフェスティバル公式サイト（http://www.

pinkribbonfestival.jp/）のデザイン大賞のページからご応
募ください。

【特別協賛】�キリンビバレッジバリューベンダー㈱、富国生命保険相互
会社

【主　　催】�ピンクリボンフェスティバル運営委員会（日本対がん協会、
朝日新聞社ほか）

【後　　援】厚生労働省、東京都、日本医師会、日本看護協会
第11回ポスター部門グランプリ作品

活発に意見が交わされた

「第12回ピンクリボンデザイン大賞」作品募集スタート



（�6�）� 	 対 が ん 協 会 報� 2016年5月1日

2014年度グループ支部　がん検診の実施状況から　◇胃がん

　■支部別受診状況 〜 Ｘ線検査・内視鏡検査の合計 ： 男女合計
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2014年度グループ支部　がん検診の実施状況から　◇大腸がん

　■ 男女合計
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大血液内科医師の坂下千瑞子先生の進
行で、「命を讃え、子どもたちの輝く
未来に」と題したパネルディスカッシ
ョンを開催。岡本宏之RFLJ統括マネ
ジャーを始め、マイ・オンコロジー・ド
リーム奨励賞奨学医の増田紘子昭和大
学乳腺外科医師や九州地区ブロックス
タッフの宮部治恵さん、協賛企業のソ
ニー生命保険の村上均さんの他、厚生
労働省から高橋宏和健康局がん・疾病
対策課課長補佐も駆けつけて、リレー
のこれまでの活動や、今後のビジョン
について話し合った。
　終幕が近づいたころ舞台のエンプテ
ィテーブルにスポットライトがあた
り、ルミナリエセレモニーがしめやか
にとり行われた。今は亡き人を静かに
偲ぶサイレントウォークで締めくくら
れた。笑いあり、涙ありのセレモニー
が終わり、会場は静かな感動に包まれ
ていた。

の中で旅立った仲間たちを偲んだ。
　記念セレモニーは、RFLJのイベン
トを疑似体験できるような構成で、ビ
デオ上映の後はがん経験者（サバイバ
ー）やそれを支える家族や友人たち（ケ
アギバー）が会場内に設けた小さなト
ラックを歩く、サバイバーズラップ＆
ケアギバーズラップが行われた。会場
の皆が大きな拍手で讃えた。
　垣添忠生日本対がん協会会長の挨
拶、ゲイリー・リーディーアメリカ対
がん協会CEOのビデオメッセージに
続いて、三船剛由日本対がん協会元理
事・事務局次長や、横山光恒RFLJ中
部地区スタッフパートナーらがRFL
日本上陸前夜の苦労や熱気を語った。
思い出を話しながらさまざまな思いが
こみ上げて涙ぐむ人もいた。
　RFLJに寄せられた貴重な寄付によ
り実現した若手医師の海外奨学医事業
や、研究助成事業を代表して、栃木県
立がんセンター乳腺外科の原尾美智子
医師がMDアンダーソンがんセンター
で学んだこと、東京医科歯科大学免疫
治療学の神奈木真理教授がプロジェク
ト未来研究助成の成果を発表し、会場
のリレーヤーたちにも希望と感銘を与
えた。
　日本対がん協会相談支援室を代表し
て荒木光子相談員ががん相談ホットラ
インの活動を詳しく報告した。

　冒頭、司会を務めるRFLJ10周年推
進委員長のホリキンさんこと堀均さん
が、震災の影響で欠席した熊本の実行
委員からのメッセージを読みあげた
後、「RFLJ10周年の軌跡」と題したビ
デオ映像が上映された。

命を讃え、亡き人を偲んで

　ビデオは、2006年から2007年にか
けての茨城県つくばでのプレ開催か
ら、兵庫県芦屋での本格開催にいたる
までの様子をNHKがまとめたドキュ
メンタリー映像を中心に、草創期に
力を尽くしたリレーヤーたちの姿や、
この10年のRFLJの軌跡を映像で振
り返るもので、掘さん自ら編集した。
RFLJ草創期に中心になって尽力した
三浦秀昭さん（横浜市、享年57歳）を
始め、すでに帰らぬ人となった仲間た
ちの笑顔が画面に焼き付けられてい
た。舞台にもそれらの仲間たちの写真
を添えたルミナリエが飾られ、皆が心

　リレー・フォー・ライフ・
ジャパン（RFLJ）が10周年
を迎え、４月16日に、東
京・築地の浜離宮朝日ホー
ルで記念セレモニーが開催
された。全国各地の実行委
員や関係者、協賛企業な
ど約170人が一堂に会し、
RFLのイメージカラーで
ある紫色（ドーン・パープ
ル）のポロシャツに身を包
んで、RFLJの10周年を喜
び合った。

　休憩をはさんで、グロー
バル・ヒーローズ・オブ・ホ
ープが紹介され、金髪のか
つらと英語のスピーチで会
場を笑いの渦に包んだ「ま
きどん」こと鈴木牧子さん
を始め、人間味豊かなメン
バーの力強いスピーチが会
場を盛り上げた。

がん征圧への思い新たに

　全員ウォークに続いて、
RFL委員で東京医科歯科

Paint Your World PURPLE～世界を紫に染めましょう～

会場を紫に染めた全員ウォーク

発言する高橋宏和厚労省課長補佐司会の堀均さん

新たな1 0年に向かって
RFLJ10周年記念セレモニー開催


